
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：岩手県第１０教区第２３１番盛岩寺 

住所：岩手県釜石市唐丹町字小白浜４５３ 

 

寺院の被害 

・津波により本堂が半壊、庫裡が全壊した。 

・山門、鐘楼堂等の寺院建物が全壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

・建物の流出は免れた。 

寺院の現状 
・寺院内に住居している。 

・檀信徒の離散や精神的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった檀信徒がいる。転居先が不明な方もいて、 

７割程度しか居住先を把握できていない。 

・複数の檀家が離檀した。仮設住宅に入居している檀信徒もいる。 

地域の現状 

・住宅は建てられない。 

・山側に小学校、中学校、コミュニティセンターを平成 27年までに整備す

る予定。 

・年末に復興アパートへの移住（第一期）が始まる予定。 

復興の状況 

・津波により本堂内は畳が浮き上がり須弥壇がひっくり返るなど、とても

使える状況ではなかったが、近所に工務店を営む檀信徒がいたため、応

急処置的な修復を行い、本堂の復旧を最優先とした。 

・復旧のめどは立っており、８割程度進捗している。 

・本堂、山門、鐘楼はすでに整備が完了した。 

・夏に、庫裡の建て替えに着手した。来春完成予定である。 

（H25.7.4現在） 

 

  
（撮影 H25.11.6） 


